
　本稿は２０２5年9月19日に「山口大学哲学研究会」の場で発表した資料そのも
のである（表現・概念レベルの若干の置き換え・追記あり）。
　キャラ活（「キャラクターを実体化する活動」の略）とは「主体が、何らか
の媒体によって発せられる人格的リアリティから人格的イメージ（＝キャラク
ター）を思い起こし、そのフォローとして、同イメージを対象にした積極的な
働きかけを反復的に行い、自らの人格（自我）の安定と確立に欠かせない鏡・
理想像・分身なるものを実体化すること 。」のことを言う。
　筆者が山口大学人文学部でここ二十数年宗教学を担当している中で、もっと
も重要視したテーマである。というのは学部レベルで取り上げる可能性のある
宗教学の諸テーマのうち、キャラ活はおそらく大多数の学生自身が、自覚の有
無にかかわらず、自分ごととして直接かかわっている日常的な精神活動だから
である。
　キャラクターに関する個々の実践的な活動──趣味、遊び、サブカルチャー、
社会・文化的なものなのか、その文脈を問わず──を学術的に研究し、当事者
にもある程度満足してもらえる説明を提供するには、精神分析（学）は欠かせ
ない分野であると見る。
　本資料で展開しているキャラ活の解説は、主にラカン派精神分析を基本的な
枠組みとし（とりわけＲＳＩ／３界構造と主体・自我・欲望・無意識のダイナ
ミズムを説明したメビウスの帯）、それにクラインによる「対象関係」と「転移」
の概念を参照しながら、筆者独自の解釈と展開を試みたものである。
　キャラ活を現代日本における顕著な精神活動として、その深層心理にまで掘
り下げて包括的に捉えるにあたり、筆者がもっとも重宝しているのは「転移」
の原理を解明することである。この場合の転移という精神事象は、発見者であ
るフロイトが描いたものと比べると、本質的には変わらないが、表面的には大
きく様変わりしたと言える。まず転移は医者と患者という臨床の場に限るもの
ではなく、またその対象も生身の人間に限るものではない、という点が大きく
バージョンアップされた。

　〈資料〉
《キャラ活》の精神分析

～「転移」を中心に～

 ジュマリ・アラム　
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キ
ャ
ラ
活
と
は

【
最
新
の
定
義
】

主
体
が
、
何
ら
か
の
媒
体
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
人
格
的

リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
人
格
的
イ
メ
ー
ジ
（＝
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）を

思
い
起
こ
し
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、
同
イ
メ
ー
ジ
を
対

象
に
し
た
積
極
的
な
働
き
か
け
を
反
復
的
に
行
い
、
自

ら
の
人
格
（自
我
）の
安
定
と
確
立
に
欠
か
せ
な
い
鏡
・

理
想
像
・分
身
な
る
も
の
を
実
体
化
す
る
こ
と
。

「「
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
をを
実実
体体
化化
すす
るる
活活
動動
」」
 の
略

「「
実実
体体
化化
」」
＝＝
身身
体体
化化
・・
物物
質質
化化
・・
視視
覚覚
化化
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キ
ャ
ラ
活
の

ジ
ャ
ン
ル

ＡＡ 接接
近近
・・
接接
触触

創創
造造
・・
創創
作作

実実
演演
・・
実実
践践

☞
働
き
か
け
の
タ
イ
プ

☞
た

い
て
い

の
キ
ャ

ラ
活
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
が

重
複
し
な
が
ら
同
時

に
行

わ
れ

る
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キ
ャ
ラ
へ
の
働
き
か
け

Ａ
．
接
近
／
接
触

元
キ
ャ

ラ
が

登
場

す
る

イ
ベ

ン
ト

、
ラ

イ
ブ
、
大
会
、
試
合
、
催
し
等
に
積
極
的
に
ア
ク

セ
ス
・

参
加

す
る

こ
と

。

元
キ
ャ

ラ
に

ま
つ

わ
る

品
（

フ
ィ

ギ
ュ

ア
や
グ
ッ
ズ
等
）
を
収
集
し
た
り
身
に
つ
け
た
り

愛
用
し

た
り

身
辺

に
置

い
た

り
す

る
こ

と
。
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Ａ
．
接
近
／
接
触
（
→
ア
イ
ド
ル
・
フ
ァ
ン
の
推
し
活
）

【
実
世
界
の
と
あ
る

女
性
ア
イ
ド
ル
】人

格
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を

発
す
る
外
的
世
界

の
媒
体
（
人
物
・
歌
・

容
姿
・
声
・
言
動
・
性

格
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
）

⇒
元
キ
ャ
ラ

【
主
体
】
伽
羅
活
子

【
一
定
の
女
性
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
】
主
体
の

内
的
世
界
に
構
成

さ
れ
る
女
性
性
に

関
す
る
任
意
の
人

格
的
イ
メ
ー
ジ

⇒
対
象

【
働
き
か
け
】
主
体
・活

子
は
元
キ
ャ
ラ
の
ラ
イ

ブ
・コ
ン
サ
ー
ト
・撮
影

会
・握
手
会
・
選
挙
等

の
媒
体
に
繰
り
返
し
参

加
・ア
ク
セ
ス
し
、
そ
の

都
度
、
眼
前
の
人
格
的

リ
ア
リ
テ
ィ
（元
キ
ャ
ラ
）
と
自
ら
が
独
自

に
構
成
し
た
人
格
的
イ
メ
ー
ジ
（
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
）
を
擦
り
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
試
み
る
。
そ
し
て
自
ら
の
生
命
の

鏡
・理
想
像
・
分
身
と
し
て
実
感
す
る
に

至
っ
た
と
き
、
〔
ア
イ
ド
ル
で
も
活
子
で
も
な

い
〕
自
身
の
中
の
新
た
な
人
格
（
自
我
）

を
再
発
見
し
な
が
ら
構
成
す
る
。

⇒
実
体
化
＆
反
復
／
ル
ー
プ

リ
ア
リ
テ
ィ
（元
キ
ャ
ラ
）
と
自
ら
が
独
自

4

5



キ
ャ
ラ
へ
の
働
き
か
け

Ｂ
．
実
演
／
実
践

元
キ
ャ
ラ
の
外
面
と
内
面
を
実
世
界
に
お
い
て

リ
ア

ル
に
演

じ
る

こ
と

（
た

と
え

ば
コ

ス
プ

レ
・

イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
特
別
・
非
日
常
的
な
場
で
）
。

元
キ
ャ
ラ
の
外
面
と
内
面
を
実
世
界
に
お
い
て

自
分

な
り
に

実
践

す
る

こ
と

（
た

と
え

ば
日

常
生

活
に
お
い
て
自
分
と
元
キ
ャ
ラ
を
さ
り
気
な
く
重
ね
合

わ
せ
る
）
。
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Ｂ
．
実
演
／
実
践
（
→
ナ
ー
ス
の
コ
ス
プ
レ
）

【一
般
的
な
ナ
ー
ス

と
い
う
役
割
・
職
業
】

人
格
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を

発
す
る
外
的
世
界
の

媒
体
（
従
事
者
・
役
割

＆
職
業
の
内
容
・
対
人

関
係
・
性
格
・
服
装
等
）

⇒
元
キ
ャ
ラ

【 主 体 】

【
ナ
ー
ス
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
】
主
体
の
内

的
世
界
に
構
成
さ

れ
る
ナ
ー
ス
に
関

す
る
任
意
の
人
格

的
イ
メ
ー
ジ

⇒
対
象

【
働
き
か
け
】
主
体
・活

子
は
元
キ
ャ
ラ
の
ナ
ー

ス
が
抽
象
化
・理
想
化

さ
れ
た
人
格
的
イ
メ
ー

ジ
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
を

に
、
自
身
の
人
格
（自

我
）の
鏡
・理
想
像
・
分

身
と
し
て
捉
え
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
身

体
面
（
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
容
姿
・
ル
ッ
ク
ス
、

表
情
、
瞳
、
身
振
り
・手
振
り
の
動
作
、
仕
事

ぶ
り
等
）を
繰
り
返
し
模
倣
し
、
そ
こ
か

ら
得
た
刺
激
や
手
ご
た
え
か
ら
、
自
ら

の
〔
ナ
ー
ス
で
も
活
子
で
も
な
い
〕
個
性
的

な
人
格
（
自
我
→
精
神
面
）を
発
揮
し

よ
う
と
す
る
。

⇒
実
体
化
＆
反
復
／
ル
ー
プ
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キ
ャ
ラ
へ
の
働
き
か
け

Ｃ
．
創
造
／
創
作

元
キ
ャ
ラ
に
は
存
在
し
な
い
言
動
や
振
る
舞
い
、
あ

る
い
は
元
キ
ャ
ラ
に
ま
つ
わ

る
ス

ト
ー

リ
ー

や
エ

ピ
ソ

ー
ド
を
、
独
自
に
創
作
し
公
表
す
る
こ
と
（
た
と
え
ば
自
作

の
物
語
を
同
人
誌
、
ホ
ー
ム

ペ
ジ

／
ブ

ロ
グ

、
電

子
掲

示
板
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
媒
体
に
投

稿
す

る
）

。

元
キ
ャ
ラ
と
は
若
干
異
な
る
視
覚
的
・
聴
覚
的
な
イ

メ
ー

ジ
を

、
独
自

に
創
作

し
公
表

す
る
こ

と
（
た

と
え
ば

自
作

の
イ
ラ
ス
ト
や
動
画
を
《
上
記
同
様

》
投
稿
す
る
）
。

元
キ

ャ
ラ

に
ち
な

ん
だ
品

（
フ
ィ

ギ
ュ
ア

や
グ
ッ

ズ
等
）
を
自
作
す
る
こ
と
。
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Ｃ
．
創
造
／
創
作
（
→
峰
不
二
子
の
二
次
創
作
）

【
『
ル
パ
ン
三
世
』

の
ヒ
ロ
イ
ン
・峰

不
二
子
】
人
格

的
リ
ア
リ
テ
ィ
を

発
す
る
外
的
世

界
の
媒
体
（
人
物

像
・
容
姿
・
声
・
言

動
・
活
躍
ぶ
り
・
性

格
・
対
人
関
係
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
）

⇒
元
キ
ャ
ラ

【 主 体 】

【
不
二
子
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
】

主
体
の
内
的

世
界
に
構
成

さ
れ
る
不
二
子

に
関
す
る
任
意

の
人
格
的
イ

メ
ー
ジ

⇒
対
象

【
働
き
か
け
】
主
体
・活
子
は
元

キ
ャ
ラ
の
不
二
子
が
抽
象
化
・理

想
化
さ
れ
た
人
格
的
イ
メ
ー
ジ

（キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）を
繰
り
返
し
描

い
て
公
開
し
た
り
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を

収
集
し
て
自
分
の
部
屋
を
不
二

子
の
世
界
に
彩
っ
た
り
し
な
が
ら
、

そ
の
都
度
、
元
キ
ャ
ラ
・
不
二
子
の
人
格

的
リ
ア
リ
テ
ィ
と
自
ら
が
独
自
に
構
成
し

た
不
二
子
の
人
格
的
イ
メ
ー
ジ
（
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
）
を
心
の
中
で
擦
り
合
わ
せ
て
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
を
試
み
、
〔
不
二
子
で
も
活

子
で
も
な
い
〕
新
た
な
人
格
（自
我
）を
、

自
ら
の
生
命
の
鏡
・理
想
像
・
分
身
と
し

て
再
発
見
し
な
が
ら
構
成
す
る
。

⇒
実
体
化
＆
反
復
／
ル
ー
プ
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キ
ャ
ラ
活
を
巡
る
課
題

Ａ Ｂ Ｃ

キ
ャ
ラ
活
は

実
質
的
に
何
の

活
動
な
の
か

人
は
な
ぜ

キ
ャ
ラ
活
を

行
う
の
か

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
明
す
る
に
あ
た
り
、

前
掲
三
つ
の
事
例
に
精
神
分
析
学
的
な

原
理
が
い
く
つ
か
顕
著
に
働
い
て
い
る

点
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

①
鏡
像
段
階

②
主
体
・
自
我
・
イ
メ
ー
ジ
・
他
者

の
関
係

③
三
つ
の
世
界
（
三
界
）

④
転
移

キ
ャ
ラ
活
は

宗
教
と
関
係

す
る
の
か

9
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鏡
像
段
階
～～
そ
の
１
（
無
自
我
の
段
階
）

【主
体
】

母
親
に
抱

か
れ
て
い

る
、赤
子
の

伽
羅
活
子
。

ラ
カ
ン
精
神
分
析
の
出
発
点
と
な
っ
た
構
想
。
赤
子
（
６
ヶ
月
～

ヶ
月
）
が
母
親

に
抱
か
れ
な
が
ら
鏡
の
前
で
自
分
の
姿
を
見
た
と
き
、
自
分
が
一
人
の
人
間
（
一
つ

の
身
体
・
個
体
・
生
命
）
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
瞬
間
。

【
自
然
界
】

物
理
的
に
は
人
間

界
に

“
い
る
”
が
、

精
神
的
に
は
ま
だ

“
入
っ
て
お
ら
ず
”
、

“
そ
と
（
自
然
界
）

に
い
る
”
。

➔
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

子
は
、
自
我
（
＝
自
分
と
い

う
意
識
）
を
も
っ
て
い
な
い
。

身
体
的
に
も
精
神
（
意
識
）

的
に
も
、
自
分
が
統
一
し
た

一
つ
の
存
在
（
一
身
体
／

一
個
体
／
一
生
命
体
）
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
・
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

➔
身
体
は
寸
断
さ
れ
て
い

る
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の
存

在
（
自
然
界
）
の
一
部
で
あ

る
、
と
い
う
の
が
赤
子
の
感

覚
で
あ
る
。
赤
子
に
は
、
自

他
の
区
別
も
つ
か
な
い
。
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鏡
像
段
階
～～
そ
の
２
（
自
我
誕
生
の
契
機
）

【
母
親
の
役
割
】

母
親
が
何
度
も

“
カ
ツ

コ
”
と
名
前
を
語
り
、指

差
し
な
ど
で
強
く
誘
導

す
る
こ
と
も
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
。

人
間
は
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
「
主
体
（
性
）
」
を
有
す
る
が
、
「
自
我
」
は
生
ま

れ
て
か
ら
他
者
や
外
界
と
の
関
係
の
中
で
徐
々
に
芽
生
え
て
い
く
。
自
我
は

他
者
の
イ
メ
ー
ジ
、
ま
た
は
他
者
が
案
内
・
提
供
・
強
要
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
自

身
に
移
入
（
ま
た
は
自
己
投
影
・
同
一
化
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。

【
人
間
界
】

物
理
的
に
人
間

界
に

“
い
る
”
だ

け
で
な
く
、精
神

的
に
も
新
参
と
し

て
人
間
界
に
仲

間
入
り
す
る
。

➔
生
ま
れ
て
間
も
な
い
人
間
・
主
体

に
、
自
我
が
形
成
さ
れ
て
い
く
ユ

ニ
ー
ク
且
つ
不
思
議
な
プ
ロ
セ
ス
。

人
間
の
赤
子
だ
け
に
起
こ
る
心
身

の
統
一
性
と
自
律
性
を
否
応
な
し

に
自
覚
し
始
め
る
プ
ロ
セ
ス
。

➔
母
親
の
誘
導
も
あ
っ
て
、
鏡
に

映
っ
て
い
る
映
像
が
自
分
で
あ
る
と

認
め
始
め
た
活
子
は
、
こ
の
瞬
間
を

境
に
、
自
分
は
他
者
と
も
外
界
と
も

区
別
さ
れ
る
、
自
立
し
た
存
在
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
芽
生
え
る
。

➔
鏡
像
段
階
に
お
け
る
“
鏡
”
は
、
主
に
物
理

的
な
鏡
（
“
身
体
鏡
”
）
を
想
定
し
て
い
る
が
、

「
自
我
の
映
像
」
（
特
に
そ
の
後
の
成
長
期
や

大
人
の
段
階
）
は
、
生
身
の
生
命
体
の
イ
メ
ー

ジ
や
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
ま
た
は
２
次
元
・
３

次
元
イ
メ
ー
ジ
、
つ
ま
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
“
精
神

鏡
”
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
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主
体
、
自
我
、
イ
メ
ー
ジ
、
他
者
の
関
係
～～
そ
の
１

主
体
が
「
人
間
界
の
中
で
強
制
的
に
着
せ
ら

れ
た
自
我
（
“
既
定
自
我

”
）を
脱
い
だ
り
隠
し

た
り
し
な
が
ら
、自
ら
が
選
ん
だ
別
の
イ
メ
ー
ジ

に
着
せ
替
え
て
自
我
（
“
選
択
自
我

”
）を
演
出

す
る
と
い
う
精
神
的
な
過
程
は
、人
間
だ
れ
も

が
人
間
界
の
中
で
生
き
る
た
め
に
行
っ
て
い
る

活
動
で
あ
り
、生
涯
続
く
。。

人
は
、既
定
自
我
を
完
全
に
脱
ぎ
去
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、人
生
の
節
目
節
目
で
選
択
自

我
に
着
替
え
る
た
め
、鏡
像
段
階
の
赤
子
が

自
我
の
映
像
を
見
る
鏡
に
相
当
す
る
、何
ら
か

の
鏡
を
反
復
的
に
見
て
い
る
。

た
だ
し
大
人
が
見
る
鏡
は
、赤
子
が
見
る
よ
う

な
反
射
鏡
（
身
体
鏡
）
に
加
え
、精
神
的
な
鏡

（
精
神
鏡
）が
、よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

※
正
確
に
は
赤
子
が
経
験
す
る
鏡
像
段
階
も
、
身
体
鏡
を
必

須
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
精
神
鏡
（
e
.g

.,絵
や
写
真
や

ス
ク
リ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
媒
体
上
の
イ
メ
ー
ジ
）
を
通
し

て
で
も
通
過
で
き
る
。

【
主
体
】
［
高
校
生
の
伽
羅
活
子
］

「
今
度
の
休
日
、お
出
か
け
の

服
、何
に
し
よ
う
か
・・
・・
・」

陰
キ
ャ
を
み
な
に
強
い
ら
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
っ
て
、本
当
の
自
分
は
、そ
う
い
う
タ
イ
プ
の

人
間
で
は
な
い
ん
だ
と
、強
く
自
覚
し
て
い
る
。

た
だ
活
子
は
、自
分
が
現
在
置
か
れ
て
い
る

人
間
関
係
と
、み
な
が
勝
手
に
決
め
つ
け
て

い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、不
本
意
で
、本
当
の
自

分
を
表
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、は
っ
き
り

感
じ
ら
れ
る
の
だ
が
、な
ら
ば
本
当
の
自
分
は

何
な
の
か
、ど
う
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
か
、と

い
う
こ
と
ま
で
は
、自
分
で
も
掴
め
て
い
な
い
。

活
子
は
学
校
で
は
、と
て
も
地

味
で
、目
立
た
な
い
女
の
子
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。と
い
っ
て

も
活
子
自
身
は
、凡
キ
ャ
ラ
／

12
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主
体
、
自
我
、
イ
メ
ー
ジ
、
他
者
の
関
係
～～
そ
のの
２２

こ
の
時
点
で
活
子
は
、ス
マ

ホ
中
の
地
雷
系
の
イ
メ
ー
ジ

【
対
象
】
ＳＳ
ＮＮ
ＳＳ

＆＆
ココ
ンン
テテ
ンン
ツツ

【
イ
メ
ー
ジ
】

（精
神
鏡
）

そ
ん
な
中
で
活
子
は
、

日
頃
か
ら
ス
マ
ホ
で

あ
て
も
な
く
閲
覧
し

て
い
る
画
像
・動
画
配

信
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
精
神
鏡
）
に
ア
ク
セ

ス
し
、ふ
と
地
雷
系
女

子
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

出
会
っ
た
と
き
、甚
だ

し
い
刺
激
を
受
け
、突

如
自
分
で
も
抑
え
き

れ
な
い
強
い
《
欲
望
》

に
掻
き
立
て
ら
れ
た
。

彼
女
は
、
自
身
の
存
在

に
関
す
る
重
要
な
こ
と
に

目
覚
め
た
か
の
よ
う
に
、

地
雷
系
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

こ
そ
が
自
ら
の
個
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
表
す
器
と
し
て
、採
用
す
る

こ
と
に
し
た
。
地
雷
系
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
画
像
か
ら
活
子
が
イ
メ
ー
ジ
し

た
の
は
、な
ん
と
な
く
だ
が

“
自
分
が

潜
在
的
に
も
っ
て
い
る
の
に
、い
ま
の

自
分
に
は
表
現
し
き
れ
て
い
な
い
”

人
格
や
人
間
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

漠
然
と
し
な
が
ら
も
「
個
性
あ
ふ
れ

た
」
「
感
性
・セ
ン
ス
豊
か
な
」
「
冷
静

沈
着
の
裏
に
、や
や
ワ
イ
ル
ド
で
勇

気
と
積
極
性
の
あ
る
」人
格
で
あ
る
。

二
子
の
二
次
創

作
）の
よ
う
に
、他
者

が
有
す
る
（
他
者
が

提
供
し
た
）対
象
か

ら
、あ
た
か
も
中
味

を
盗
み
取
る
か
の
よ
う
に
自
分
な
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
引
き
出
し
、自
ら
の
抑
圧
的
な
既
定
自

我
の
代
替
物
と
し
て
私
物
化
し
た
。
自
我
を

「
精
神
の
服
」
に
喩
え
る
な
ら
、活
子
は
似
合

わ
な
い
古
着
を
、よ
り
フ
ィ
ッ
ト
感
の
あ
る
他
者

の
服
を
盗
ん
で
着
替
え
た
の
で
あ
る
。

に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
お

り
、つ
ま
り
前
記
の
事
例
（
Ａ

ア
イ
ド
ル
・フ
ァ
ン
の
推
し
活
、

Ｂ
ナ
ー
ス
の
コ
ス
プ
レ
、Ｃ
不

【
主
体
】
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主
体
、
自
我
、
イ
メ
ー
ジ
、
他
者
の
関
係
～～
そそ
のの
３３

【主
体
】

  
［
伽
羅
活
子
］

「
・・
・周
り
は
み

な
地
雷
系
女

子
だ
わ
・・
・

・・
・お
互
い
に

じ
ろ
じ
ろ
見
て

い
な
い
け
ど
・・
・

「
・・
・で
も
な
ぜ

か
《
み
な
の
心

の
目
に
映
る

私
》
が
、
よ
く

見
え
る
・・
・」

地地
雷雷
系系
のの
フフ
ァァ
ッッ
シシ
ンン
をを
身身
にに
まま
とと
いい
、、

流流
行行
フフ
ァァ
ッッ
シシ
ョョ
ンン
にに
詳詳
しし
いい
地地
元元
のの
若若

者者
がが
集集
まま
るる
モモ
ーー
ルル
をを
歩歩
くく
伽伽
羅羅
活活
子子

「
自
分
は
み
な
と
通
ず
る
、地
雷
系
女
子
の

イ
メ
ー
ジ
が
醸
し
出
す
よ
う
な
自
我
（
人
格

と
個
性
）の
持
ち
主
な
ん
だ
」
と
い
う
リ
ア
リ

テ
ィ
の
確
立
に
必
要
な
承
認
を
引
き
出
す

た
め
に
利
用
し
て
い
る
。
《
眼
差
し
》
の
意

識
と
時
空
間
が
成
立
し
た
と
言
え
る
。活
子

に
と
っ
て
、ス
マ
ホ
で
見
た
地
雷
系
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
、自
分
が
も
つ
べ
き

雷
系
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
自
我
は
、こ
の

イ
メ
ー
ジ
に
ス
マ
ホ
で
そ
の
《
対
象
》
に
出
会
っ
た
と
き
か
ら
《
欲
望
》

す
る
よ
う
に
な
っ
た
、い
ま
の
自
分
に
《
な
い
も
の
》
や
《
不
足
》
を
補
う

も
の
で
あ
る
。

晒
さ
れ
、
他
者
と
の
関
係
の
中

で
人
格
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

程
度
《
実
体
化
》
さ
れ
た
と
き
が
、

「
完
成
し
た
料
理
」
ま
た
は
「
意

味
が
読
み
解
か
れ
た
判
じ
絵
」

に
当
た
る
。活
子
に
と
っ
て
「地

こ
の
段
階
で
活
子
は
、

同
じ
場
を
共
有
す
る

他
者
の
視
線
を
気
に

し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、

自
我
の
可
能
性
を
示
唆
・気
付
か

せ
て
案
内
し
て
く
れ
る
《
レ
シ
ピ
》

ま
た
は
《
判
じ
絵
》
で
あ
る
。
実
際

に
ま
と
っ
て
リ
ア
ル
な
他
者
に
直
接

14

15



主
体
、
自
我
、
イ
メ
ー
ジ
、
他
者
の
関
係
～～
そ
の
４

そそ
のの
後後
活活
子子
はは
、、
人人
間間
界界
のの
日日
常常
のの
自自
分分

にに
戻戻
りり
、、
自自
画画
像像
をを
画画
像像
・・
動動
画画
配配
信信
ササ

イイ
トト
やや
ＳＳ
ＮＮ
ＳＳ
にに
投投
稿稿
しし
たた
。。
そそ
しし
てて
活活

子子
はは
地地
雷雷
系系
にに
変変
身身
しし
てて
いい
たた
自自
分分
をを
眺眺

めめ
るる
のの
だだ
がが
、、
そそ
ここ
にに
映映
るる
のの
はは
変変
身身
しし

てて
いい
たた
とと
きき
のの
自自
分分
のの
イイ
メメ
ーー
ジジ
とと
、、
他他

者者
のの
反反
応応
でで
ああ
るる
。。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
成
立
し
た
《
眼

差
し
》
の
時
空
間
は
の
想
像
上
の
主
観

的
世
界
だ
が
、今
度
は
言
語
化
し
た
書

き
込
み
と
し
て
確
実
に
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
と
き
活
子
が
ア
ク
セ
ス
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、独
り
よ
が
り
で
も
自
己
満

足
で
も
な
く
、他
者
と
と
も
に
一
つ
の
世
界
を
構
成
し
て
い
る
。活
子
を
含
む
多
数
の
人

が
、人
間
界
に
お
け
る
日
常
と
接
点
の
な
い
別
人
と
し
て
、お
互
い
の
繋
が
り
や
共
有
の
リ

ア
リ
テ
ィ
を
経
験
す
る
。た

と
え
ば
人
間
界
に
お
け

る
本
名
や
身
分
・素
性
を

明
し
た
り
話
題
に
し
た
り

せ
ず
と
も
、
何
ら
ぎ
く

し
ゃ
く
す
る
こ
と
な
く
、現

実
の
人
間
関
係
以
上
に
、

各
々
が
主
体
的
に
な
っ
て

お
互
い
の
思
い
や
関
心

事
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
似
た
よ
う
な
《
現

実
味
の
あ
る
架
空
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
》
は
、コ
ス
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
の
場
に
お
い
て
、

さ
ら
に
リ
ア
ル
に
見
ら
れ

る
。
架
空
人
物
に
な
り

切
っ
た
初
対
面
の
主
体

た
ち
が
、架
空
人
物
の
ま

ま
で
主
体
性
を
も
っ
て

熱
く
交
流
で
き
る
。
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主
体
、
自
我
、
イ
メ
ー
ジ
、
他
者
の
関
係
～
そ
の
５

主
体
、
自
我
、
イ
メ
ー
ジ
、
他
者
の
関
係

そ
の
５

他 者 （ イ メ ー ジ ） 他 者 （ 人 間 ）

主 体× 自 我 主 体⇒ 自 我

他他
者者
（（
学学
校校
））
にに
よよ
るる
抑抑

圧圧
的的
なな
陰陰
キキ
ャャ
ララ
にに

よよ
っっ
てて
主主
体体
性性
がが
低低
下下

主主
体体
性性
をを
一一
次次
的的
にに
取取
りり
戻戻
すす

地地
雷雷
系系
女女
子子

地地
元元
にに
住住
むむ
フフ
ァァ
ッッ
シシ
ョョ
ンン

のの
流流
行行
にに
敏敏
感感
なな
若若
者者

イイ
メメ
ーー
ジジ
＆＆
欲欲
望望

のの
喚喚
起起

眼眼
差差
しし

自自 我我 獲獲 得得
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三
界
～～
そ
のの
１１

自
然
界

ラ
カ
ン
：
象
徴
界

ララ
カカ
ンン
：：
現現
実実
界界

人
間
界

ラ
カ
ン
：
象

人
間
界

イイ
メメ
ーー
ジジ
・・
夢夢
・・
空空
想想
・・
幻幻
想想
のの
世世
界界
。。
鏡鏡

像像
段段
階階
のの
幼幼
児児
のの
場場
合合
はは
主主
にに
自自
分分
がが
映映
しし

出出
ささ
れれ
るる
鏡鏡
のの
世世
界界
。。
子子
供供
のの
場場
合合
はは
主主
にに

遊遊
びび
のの
世世
界界
。。
大大
人人
のの
場場
合合
はは
主主
にに
小小
説説
・・

物物
語語
・・
神神
話話
・・
伝伝
説説
・・
漫漫
画画
、、
アア
ニニ
メメ
、、

ゲゲ
ーー
ムム
、、
スス
ポポ
ーー
ツツ
、、
アア
ーー
トト
のの
世世
界界
。。

言言
語語
化化
・・
記記
号号
化化
・・
イイ

メメ
ーー
ジジ
化化
でで
きき
なな
いい
、、
生生

命命
のの
ああ
りり
のの
まま
まま
のの
世世
界界
。。

赤赤
子子
がが
生生
まま
れれ
たた
ばば
かか
りり
のの
世世
界界
。。
人人
間間
がが
言言
葉葉
をを
使使
うう
以以
前前

のの
世世
界界
。。
無無
言言
語語
・・
無無
記記
号号
のの
世世
界界
。。
自自
然然
界界
はは
、、
赤赤
子子
のの
言言

語語
能能
力力
がが
発発
達達
しし
てて
自自
我我
がが
芽芽
生生
ええ
たた
とと
きき
かか
らら
徐徐
々々
にに
遠遠
のの

きき
、、
大大
人人
にに
なな
っっ
たた
とと
きき
はは
、、
意意
識識
すす
るる
ここ
とと
もも
感感
じじ
るる
ここ
とと

もも
アア
クク
セセ
スス
すす
るる
ここ
とと
もも
、、
ほほ
ぼぼ
でで
きき
なな
くく
なな
るる
。。
最最
大大
のの
特特

徴徴
はは
、、
①①
個個
々々
のの
生生
命命
体体
がが
外外
界界
／／
自自
然然
界界
とと
ババ
ララ
ンン
スス
のの
良良

いい
主主
客客
関関
係係
をを
結結
ぶぶ
ここ
とと
、、
②②
生生
命命
とと
すす
べべ
てて
のの
対対
象象
とと
のの
関関

係係
がが
直直
接接
的的
／／
身身
体体
的的
／／
生生
命命
的的
でで
ああ
るる
」」
ここ
とと
、、
③③
生生
命命
のの

基基
本本
的的
機機
能能
とと
生生
命命
力力
がが
活活
性性
化化
すす
るる
ここ
とと
。。

赤赤
子子
がが
鏡鏡
像像
段段
階階
やや
身身
体体
・・
言言
語語
能能
力力
のの
発発
達達
にに

よよ
るる
自自
我我
のの
誕誕
生生
過過
程程
をを
経経
てて
強強
制制
的的
にに
入入
れれ
らら

れれ
るる
人人
間間
のの
世世
界界
。。
言言
葉葉
をを
媒媒
介介
とと
すす
るる
言言
語語

的的
・・
記記
号号
的的
なな
人人
間間
関関
係係
のの
世世
界界
。。
今今
日日
のの
わわ
れれ

わわ
れれ
がが
通通
常常
「「
現現
実実
」」
「「
リリ
アア
リリ
テテ
ィィ
」」
「「
日日
常常

のの
世世
界界
」」
「「
俗俗
界界
」」
とと
呼呼
んん
でで
いい
るる
世世
界界
。。

想
像
界
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三
界
～～
そそ
のの
２２

想
像
界

自
然
界

人
間
界

キ
ャ
ラ
活

（（
非非
日日
常常
的的
なな

アア
イイ
ドド
ルル
フフ
ァァ
ンン
のの
推推
しし
活活
））

日
常

（（
学学
校校
生生
活活
））

鏡
像
段
階

（（
自自
然然
界界
かか
らら
人人
間間
界界

へへ
のの
橋橋
渡渡
しし
））

真
の
リ
ア
リ
テ
ィ
／
現
実

（（
人人
間間
がが
居居
なな
がが
らら
にに
しし
てて
感感
じじ

るる
ここ
とと
もも
捉捉
ええ
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
なな

いい
無無
言言
語語
・・無無
記記
号号
のの
世世
界界
））

【
特
徴
】

⚫
自
然
回
帰

⚫
野
生
化

⚫
社
会
・文
化

の
枠
組
み
か

ら
の
解
放

18
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三
界
～～
そそ
のの
３３

想
像
界

自
然
界

人
間
界

キ
ャ
ラ
活

（（
非非
日日
常常
的的
なな

ナナ
ーー
スス
のの
ココ
スス
ププ
レレ
））

日
常

（（
学学
校校
生生
活活
））

鏡
像
段
階

（（
自自
然然
界界
かか
らら
人人
間間
界界

へへ
のの
橋橋
渡渡
しし
））

真
の
リ
ア
リ
テ
ィ
／
現
実

（（
人人
間間
がが
居居
なな
がが
らら
にに
しし
てて
感感
じじ

るる
ここ
とと
もも
捉捉
ええ
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
なな

いい
無無
言言
語語
・・無無
記記
号号
のの
世世
界界
））

【
特
徴
】

⚫
自
然
回
帰

⚫
野
生
化

⚫
社
会
・文
化

の
枠
組
み
か

ら
の
解
放

19
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三
界
～～
そそ
のの
４４

想
像
界

自
然
界

人
間
界

【
特
徴
】

⚫
自
然
回
帰

⚫
野
生
化

⚫
社
会
・文
化

の
枠
組
み
か

ら
の
解
放

キ
ャ
ラ
活

（（
非非
日日
常常
的的
なな

峰峰
不不
二二
子子
のの
二二
次次
創創
作作
））

日
常

（（
学学
校校
生生
活活
））

鏡
像
段
階

（（
自自
然然
界界
かか
らら
人人
間間
界界

へへ
のの
橋橋
渡渡
しし
））

真
の
リ
ア
リ
テ
ィ
／
現
実

（（
人人
間間
がが
居居
なな
がが
らら
にに
しし
てて
感感
じじ

るる
ここ
とと
もも
捉捉
ええ
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
なな

いい
無無
言言
語語
・・無無
記記
号号
のの
世世
界界
））
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転
移
～～
そそ
のの
１１

【【
11
】】
基基
本本
：：
転転
移移
／／

ttrr
aann

ssff
ee
rree

nn
cc
ee
とと
はは
何何
がが
何何
かか
らら
何何
へへ
移移
るる
？？

主主
体体
のの
無無
意意
識識
のの
ああ
るる
部部
分分
がが
意意
識識
へへ
。。

言言
語語
化化
（（
意意
識識
／／
気気
づづ
くく
／／
把把
捉捉
））
でで
きき
なな
いい
もも
のの
かか
らら
でで
きき
るる
もも
のの
へへ
。。

自自
然然
界界
（（
人人
間間
がが
居居
なな
がが
らら
にに
しし
てて
感感
じじ
るる
ここ
とと
もも
捉捉
ええ
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
なな
いい
無無
言言
語語
・・
無無
記記
号号

のの
世世
界界
））
のの
欠欠
片片
（（
かか
けけ
らら
））
をを
人人
間間
界界
のの
実実
体体
へへ
。。
つつ
まま
りり
転転
移移
とと
はは
そそ

れれ
自自
体体
がが
、、
通通
常常
つつ
なな
がが
るる
ここ
とと
のの
でで
きき
なな
いい
領領
域域
とと
つつ
なな
がが
るる
とと
いい

うう
非非
日日
常常
的的
なな
体体
験験
。。
→→
自自
然然
回回
帰帰
／／
聖聖
俗俗
循循
環環
のの
体体
験験

主
体

の
意

識
に

の
ぼ

ら
な

い
欲

望
が

、
特

定
の

他
者

と
の

出
会

い
を

契
機

に
強

烈
な

イ
メ

ー
ジ

と
し

て
喚

起
さ

れ
、

投
影

同
一

化
を

促
し

、
こ

う
し

た
体

験
か

ら
主

体
が

同
他

者
と

の
継

続
的

な
対

象
関

係
を

結
ぼ

う
と

す
る

精
神

作
用

。
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転
移
～～
そそ
のの
２２

主
体
の
意
識

に
の
ぼ
ら

な
い

欲
望

が
、

特
定
の

他
者
と

の
出
会
い

を
契

機
に

強
烈

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

喚
起

さ
れ

、
投

影
同

一
化

を
促

し
、

こ
う
し

た
体

験
か

ら
主

体
が

同
他

者
と

の
継

続
的

な
対

象
関

係
を

結
ぼ

う
と
す
る

精
神
作
用

。

【【
22
】】
欲欲
望望
？？

主主
体体
のの
欠欠
如如
やや
抑抑
圧圧
（（
人人
生生
のの
曇曇
りり
））
にに
根根
差差
すす
心心
のの
働働
きき
。。

対対
象象
（（
他他
者者
））
にに
よよ
っっ
てて
刺刺
激激
ささ
れれ
るる
（（
目目
覚覚
めめ
ささ
せせ
らら
れれ
るる
））
。。

欲欲
望望
はは
自自
然然
界界
とと
人人
間間
界界
のの
相相
容容
れれ
なな
いい
関関
係係
のの
上上
にに
成成
りり
立立
っっ

てて
いい
るる
たた
めめ
、、
完完
全全
にに
満満
たた
ささ
れれ
るる
ここ
とと
はは
なな
いい
。。

→→
最最
大大
のの
欲欲
望望
はは
自自
然然
回回
帰帰
すす
るる
ここ
とと
。。

→→
主主
体体
のの
欲欲
望望
＝＝
他他
者者
（（
人人
間間
界界
のの
構構
造造
））
のの
欲欲
望望
。。

【【
キキ
ャャ
ララ
活活
のの
場場
合合
のの
欲欲
望望
？？
】】
真真
剣剣
にに
行行
っっ
てて
いい
るる
大大
抵抵
のの
主主
体体

にに
とと
っっ
てて
はは
、、
次次
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
でで
はは
なな
いい
：：
アア
イイ
ドド
ルル
／／
ナナ
ーー
スス
／／

アア
ニニ
メメ
のの
ヒヒ
ロロ
イイ
ンン
「「
にに
なな
りり
たた
いい
」」
「「
のの
よよ
うう
なな
彼彼
女女
がが
欲欲
しし
いい
」」
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転
移
～～
そそ
のの
３３

【【
33
】】
他他
者者
？？

主主
体体
にに
とと
っっ
てて
のの
対対
象象
（（
外外
的的
対対
象象
））
。。

生生
身身
のの
生生
命命
体体
（（
人人
・・
動動
植植
物物
））
、、
モモ
ノノ
、、
２２
次次
元元
的的
・・
抽抽
象象
的的
なな
実実
体体
。。

【【
44
】】
イイ
メメ
ーー
ジジ
？？

主主
体体
がが
対対
象象
関関
係係
のの
中中
でで
他他
者者
（（
外外
的的
対対
象象
））
をを
内内
面面
化化
しし
、、
擬擬
人人

化化
（（
人人
間間
生生
命命
化化
））
しし
なな
がが
らら
内内
的的
対対
象象
にに
転転
換換
しし
たた
心心
像像
。。

【【
55
】】
対対
象象
関関
係係
？？

主主
体体
がが
他他
者者
（（
外外
的的
対対
象象
））
をを
内内
面面
化化
しし
、、
そそ
のの
結結
果果
とと
しし
てて
喚喚
起起
ささ
れれ
るる
イイ

メメ
ーー
ジジ
（（
内内
的的
対対
象象
））
とと
のの
関関
係係
がが
、、
自自
らら
のの
人人
格格
（（
自自
我我
））
をを
形形
成成
すす
るる
過過
程程
。。

主
体
の

意
識

に
の

ぼ
ら

な
い

欲
望

が
、

特
定

の
他

者
と

の
出

会
い

を
契

機
に

強
烈

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

喚
起

さ
れ

、
投

影
同

一
化

を
促

し
、

こ
う
し

た
体

験
か

ら
主

体
が

同
他

者
と

の
継

続
的

な
対

象
関

係
を

結
ぼ

う
と
す
る

精
神
作
用

。

23

２4



転
移
～～
そ
の
４４

【【
66
】】
投投
影影
同同
一一
化化
？？

※※
クク
ララ
イイ
ンン
、、
ビビ
オオ
ンン
をを
参参
照照

対対
象象
関関
係係
にに
ああ
るる
主主
体体
がが
、、
イイ
メメ
ーー
ジジ
とと
しし
てて
喚喚
起起
ささ
れれ
たた
欲欲
望望
にに
伴伴
っっ
てて
生生

じじ
るる
無無
秩秩
序序
・・
未未
分分
化化
なな
感感
情情
をを
、、
関関
係係
相相
手手
でで
ああ
るる
対対
象象
（（
他他
者者
））
にに
押押
しし

付付
けけ
てて
体体
験験
ささ
せせ
、、
自自
らら
はは
ああ
たた
かか
もも
そそ
のの
受受
容容
者者
のの
立立
場場
へへ
とと
転転
じじ
、、
転転

嫁嫁
しし
たた
感感
情情
をを
逆逆
にに
他他
者者
かか
らら
、、
統統
制制
のの
とと
れれ
たた
もも
のの
とと
しし
てて
受受
けけ
取取
るる
。。

主
体
の
意
識

に
の
ぼ
ら

な
い

欲
望

が
、

特
定
の

他
者
と

の
出
会
い

を
契

機
に

強
烈

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

喚
起

さ
れ

、
投

影
同

一
化

を
促

し
、

こ
う
し

た
体

験
か

ら
主

体
が

同
他

者
と

の
継

続
的

な
対

象
関

係
を

結
ぼ

う
と
す
る

精
神
作
用

。

【【
77
】】
補補
足足
：：
他他
者者
（（
外外
的的
対対
象象
））
のの
機機
能能

※※
ココ
フフ
ーー
トト
をを
参参
照照

《《
鏡鏡
転転
移移
》》
他他
者者
はは
主主
体体
にに
とと
っっ
てて
内内
面面
のの
鏡鏡

《《
理理
想想
転転
移移
》》
他他
者者
はは
主主
体体
にに
とと
っっ
てて
理理
想想
像像

《《
分分
身身
転転
移移
》》
他他
者者
はは
主主
体体
にに
とと
っっ
てて
もも
うう
一一
人人
のの
自自
分分
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転
移
～～
そ
の
５５

陽陽
性性
転転
移移

主主
体体
がが
、、
欲欲
望望
のの
きき
っっ
かか
けけ
でで
ああ
るる
対対
象象
をを
呼呼
びび
寄寄
せせ
たた
りり
近近
づづ
いい

たた
りり
すす
るる
かか
たた
ちち
でで
対対
象象
関関
係係
をを
維維
持持
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
場場
合合
のの
ここ
とと
をを

言言
うう
。。
好好
意意
やや
愛愛
情情
のの
感感
情情
がが
伴伴
うう
場場
合合
がが
多多
いい
。。

フ
ロ
イ
ト
以

来
、

転
移
に
は

陽
性
的
な

も
の

（
陽

性
転

移
）

と
陰
性

的
な
も

の
（

陰
性

転
移

）
の

二
種

の
か

た
ち

を
と

っ
て

生
じ

る
も

の
だ

と
理
解
さ

れ
て
い
た

。

陰陰
性性
転転
移移

主主
体体
がが
、、
欲欲
望望
のの
きき
っっ
かか
けけ
でで
ああ
るる
対対
象象
をを
敵敵
視視
しし
たた
りり
忌忌
避避
（（
タタ

ブブ
ーー
視視
））
しし
たた
りり
すす
るる
かか
たた
ちち
でで
対対
象象
関関
係係
をを
維維
持持
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
場場

合合
のの
ここ
とと
をを
言言
うう
。。
憎憎
悪悪
やや
嫌嫌
悪悪
のの
感感
情情
がが
伴伴
うう
場場
合合
がが
多多
いい
。。
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主
体

転
移
～～
そそ
のの
５５
（（
→
ア
イ
ド
ル
・
フ
ァ
ン
の
推
し
活
）

主
体

の
意

識
に

の
ぼ

ら
な

い
欲

望
が

、
特

定
の
他

者
と

の
出

会
い

を
契

機
に

強
烈

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

喚
起

さ
れ

、
投

影
同

一
化

を
促

し
、

こ
う

し
た

体
験

か
ら

主
体

が
同

他
者

と
の

継
続

的
な
対

象
関
係

～
を
結

ぼ
う

と
す

る
精

神
作

用
。

対
象
／
他
者

イ
メ
ー
ジ
⇔
欲
望
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主 体

転
移
～～
そそ
のの
６６
（（
→
ナ
ー
ス
の
コ
ス
プ
レ
）

主
体

の
意

識
に

の
ぼ

ら
な

い
欲

望
が

、
特

定
の
他

者
と

の
出

会
い

を
契

機
に

強
烈

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

喚
起

さ
れ

、
投

影
同

一
化

を
促

し
、

こ
う

し
た

体
験

か
ら

主
体

が
同

他
者

と
の

継
続

的
な
対

象
関
係

～
を
結

ぼ
う

と
す

る
精

神
作

用
。

対
象
／
他
者

イ
メ
ー
ジ
⇔
欲
望
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主 体

転
移
～～
そそ
のの
７７
（（
→
峰
不
二
子
の
二
次
創
作
）

主
体

の
意

識
に

の
ぼ

ら
な

い
欲

望
が

、
特

定
の
他

者
と

の
出

会
い

を
契

機
に

強
烈

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

喚
起

さ
れ

、
投

影
同

一
化

を
促

し
、

こ
う

し
た

体
験

か
ら

主
体

が
同

他
者

と
の

継
続

的
な
対

象
関
係

～
を
結

ぼ
う

と
す

る
精

神
作

用
。

イ
メ
ー
ジ
⇔
欲
望

対
象
／
他
者
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キ
ャ
ラ
活
を
巡
る
課
題
～
ま
と
め

A
特特
定定
のの
対対
象象
にに
転転
移移
をを
重重
ねね
るる
過過
程程
をを
通通
じじ
てて
、、
主主

体体
がが
自自
らら
のの
心心
身身
にに
対対
すす
るる
統統
制制
権権
とと
主主
導導
権権
をを

回回
復復
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
試試
みみ
。。

キ
ャ
ラ
活
は
実

質
的
に
何
の

活
動
な
の
か

CB
人
は
な
ぜ

キ
ャ
ラ
活

行
う
の
か

キ
ャ
ラ
活
は

宗
教
と
関
係

す
る
の
か

29

出出
会会
っっ
たた
対対
象象
がが
、、
自自
らら
のの
生生
命命
をを
映映
しし
出出
すす
鏡鏡
でで

ああ
りり
、、
理理
想想
像像
でで
ああ
りり
、、
分分
身身
でで
もも
ああ
るる
かか
のの
よよ
うう
にに

立立
ちち
現現
れれ
、、
抑抑
圧圧
かか
らら
抜抜
けけ
出出
すす
道道
をを
示示
しし
てて
くく
れれ

るる
とと
感感
じじ
るる
たた
めめ
。。

【【
仮仮
説説
】】
宗宗
教教
のの
神神
髄髄
をを
「「
聖聖
とと
俗俗
のの
つつ
なな
がが
りり
」」
（（
俗俗

をを
生生
のの
基基
盤盤
とと
すす
るる
人人
間間
がが
聖聖
なな
るる
もも
のの
とと
つつ
なな
がが
るる

媒媒
体体
））
とと
見見
るる
なな
らら
ばば
、、
想想
像像
界界
（（
媒媒
体体
））
をを
介介
しし
てて
自自

然然
界界
（（
聖聖
））
にに
つつ
なな
がが
ろろ
うう
／／
回回
帰帰
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
人人

間間
界界
にに
おお
けけ
るる
人人
間間
のの
活活
動動
はは
、、
宗宗
教教
的的
なな
行行
為為
・・

活活
動動
にに
相相
当当
すす
るる
。。

3０




